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○ 平成 19 年度遠野市一般会計補正予算（第 6 号）の
専決処分に関し承認を求めることについて

○財産の取得について
○平成 19年度遠野市一般会計補正予算（第 7号）
○ 平成 19 年度遠野市国民健康保険特別会計補正予算
（第 2号）
○ 平成 19 年度遠野市老人保険特別会計補正予算（第
2号）

○ 平成 19 年度遠野市介護保険特別会計補正予算（第
3号）

○ 平成 19 年度遠野市ケーブルテレビ事業特別会計補正
予算（第 3号）

○ 平成 19 年度遠野市浄化槽事業特別会計補正予算
（第 2号）
○ 平成 19 年度遠野市農業集落排水事業特別会計補正
予算（第 2号）

○ 平成 19 年度遠野市下水道事業特別会計補正予算
（第 2号）

3月定例会

▲定例会では市長の施政方針演述が行われた

○平成 19年度遠野市水道事業会計補正予算（第 3号）
○ 遠野市民センター条例の一部を改正する条例の制定に
について

○遠野市子育て総合支援センター条例の制定について
○ 遠野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ 遠野市職員の修学部分休業に関する条例の制定に
ついて

○ 遠野市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定に
ついて

○ 遠野市宮守町戸別浄化槽の設置及び管理に関する条例
を廃止する条例の制定について

○ 遠野市特別会計条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ 遠野市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

○遠野市後期高齢者医療に関する条例の制定について
○遠野市市税条例の一部を改正する条例の制定について
○ 遠野市就学指導委員会条例の一部を改正する条例の
制定について

○ 遠野市立学校施設使用に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○ 遠野市乳幼児、妊産婦及び重度心身障害者医療給付
条例の一部を改正する条例の制定について

○ 遠野市母子家庭医療費給付条例の一部を改正する条例
の制定について

○ 遠野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について

○ 遠野市国民健康保険診療施設使用料及び手数料条例の
一部を改正する条例の制定について

○ 遠野市事業所設置奨励条例の一部を改正する条例の
制定について

○ 遠野市企業立地の促進等による地域における産業集積
の形成及び活性化に関する法律第 10条第 1項の規定
に基づく準則を定める条例の制定について

○ 遠野市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の
制定について

○ 遠野市都市公園条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ 遠野市下水道条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ 遠野市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

○ 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部
変更の協議について

○岩手中部広域行政組合規約の一部変更の協議について

162億7,700万円の新年度予算案可決

　平成 20 年第 1 回定例会を 2 月 22 日から 3 月 7 日
までの 15 日間開催しました。
　今定例会では、市長の施政方針演述及び教育委員長の
教育行政方針演述があり、一般質問には 12 人の議員が
登壇して、新年度の施策全般にわたり質問がありました。
　提案された条例 22 件、一般会計予算（162 億 7,700
万円）他予算 19 件、その他 12 件全 53 議案を原案の
とおり可決しました。
　また、最終日には請願 3件と議員発議による議員定数
条例の制定と意見書 3件を可決しました。

3月定例会
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3月定例会・活動報告

○総務常任委員会（2月 12 日開催）
・消防防災の危機管理について
・木工団地に係る経営状況について

○教育民生常任委員会（2月 5日開催）
・後期高齢者医療制度について
・平成 20年度生活環境部所管主要事業について
・平成 20年度健康福祉部所管主要事業について

○産業建設常任委員会（1月 25 日開催）
・遠野市汚水処理基本計画と今後の見通しについて

○議員全員協議会 （12 月 19 日開催）
・遠野市総合食育センター整備事業について
 （2 月 8日開催）
・平成 20年度主要事業について
・ 医療制度改正に伴う遠野市後期高齢者医療に関する
条例の制定等について

・財産の取得について
・市民センター施設等の使用料の改定について

○遠野市政調査会（1月 25 日開催）
・遠野市総合食育センター整備事業について

常任委員会等の活動

○ 遠野市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定に
ついて

○公の施設の指定管理者の指定について
○市道路線の廃止について
○市道路線の認定について
○市道路線の変更について
○平成 20年度遠野市一般会計予算
○平成 20年度遠野市国民健康保険特別会計予算
○平成 20年度遠野市老人保健特別会計予算
○平成 20年度遠野市後期高齢者医療特別会計予算
○平成 20年度遠野市介護保険特別会計予算
○平成 20年度遠野市ケーブルテレビ事業特別会計予算
○平成 20年度遠野市農業集落排水事業特別会計予算
○平成 20年度遠野市下水道事業特別会計予算
○平成 20年度遠野市水道事業会計予算
○ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について　

　浅沼　愛子・菊池　年・菊池　猛・佐野　三千代
（敬称略）

〔 反 対 〕
小松大成議員
　4月 1日から始まる後期高齢者医療制度は 75歳以上
の高齢者を現行の医療保険制度から分離し、別立ての
保険制度とし保険料も年金から天引きし強制的に徴収す
る、保険料を払えない高齢者から保険証を取り上げる、
など多くの問題を抱えた制度であり、今後も国政の課題
として反対していく。この制度を執行する根拠となる市
条例及び予算案に反対する。

佐々木譲議員
　平成 20 年度遠野市一般会計予算案は総枠において了
とするが、綾織小学校改築予算が含まれており反対する。
綾織小学校の老朽化を今まで放置してきたのは、教育委
員会の責任であり、今回中学校再編が決まっていない中、
綾織中学校が廃校になることをもくろんだ計画は許され
るべきではないと考え本予算案に反対する。

織笠孝之議員
　今回の予算審議は概ね了とするが、教育費の綾織小学
校改築整備事業は中学校再編成・統廃合校や基本的な
構想も決定していない状況で、綾織中学校を活用した
校舎建設は市民が納得するものではない。財政の問題で
片付けてしまうことは、教育行政が低下することから
平成 20年度遠野市一般会計予算案に反対する。

〔 賛 成 〕
菊池邦夫議員
　「永遠の日本のふるさと遠野」を目指し、実質 3年目
の予算である。国庫負担金の改革、地方交付税の抑制等
によって行財政が一段と厳しい状態の中、新規事業と
して「遠野わらすっこプラン」「助産院ねっと・ゆり
かご」「宮守町粡町水路整備調査」など 22 事業が計上
され、評価し平成 20年度遠野市一般会計予算案に賛成
する。

浅沼幸雄議員
　限られた予算のなか、随所に知恵と工夫の跡が見られ、
できるだけ市民へのサービスが低下しないよう配慮され
た予算であると感じられた。今後も一層市民福祉の向上
のため、職員一丸となって施策を推進していただくこと
を期待し平成20年度遠野市一般会計予算案に賛成する。
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【質問】地域の林業を活性化
させるために木材の生産から
加工流通に至る木材製品の総
合的供給基地として、各種木
材産業を集積させた総合基地
の現状は。
〔市長〕国内の経済情勢や木
材産業を取り巻く情勢は厳し
く、団地内は目標売り上げの
3割に留まっている。団地事
業体の総合的な経営診断を実

施したが、各事業体で構成する「協同組合もりのくに遠
野協同機構」の機能強化のため、人的・財政的支援を強
化するとともに、経営改善の支援、販売促進等の強化推
進を図る。
【質問】地球温暖化対策として注目される森林の保全
管理、資源の適正利用等多様な機能を持つ森林整備を
どう進めるのか。
〔市長〕市有林については計画的に行っているが、「いわ
ての森林づくり県民税」を活用し、所有者の負担なしで
整備できる制度に取り組み、強力に間伐実施を進めたい。
【質問】広域消防体制についてであるが、消防庁舎改築
とあわせ、立地的条件を活かしながら総合的な消防防
災拠点施設としての「消防防災センター」と、県が示
した消防広域化推進計画の素案をどのように受け止め
ているか。
〔市長〕国は消防組織法を改正し、広域化推進のための
基本指針を示している。これを受けて県は消防広域化推
進計画調査検討委員会を設置し、検討している。素案は
県全体消防をどういう姿にすべきかという基本的な考え
方が見えない。平成大合併の検証、保健医療圏、農協の
合併等社会情勢を見据えた議論が必要と思っている。課
題など整理しながら積極的な意見を述べていく。
［その他の質問］
・消防力の強化について（消防団員の確保対策について・
消防団OBによる「機能別団員制度」のモデル導入につ
いて）

遠野木工団地の現状と課題は

菊池 邦夫 議員

【質問】平成 20 年度予算に
対する市長の評価は。
〔市長〕遠野スタイル創造プ
ロジェクト推進スタート年。
一般会計予算 162 億 7 千 7
百万円となる。109事業で着
手率 92%、事業費 33億 9千
3百万円を盛り込み、永遠の
日本のふるさと遠野の実現を
図る。経済収支比率は、前年
度比0.1%増の88.1%である。

【質問】市債残高を市民一人当たりにすると 62万 7千円
というが、地方交付税の措置分を差し引くといくらか。
〔市長〕一般会計の市債残高は、平成 20 年度末 188 億
5 千万円で対前年度比 3.9%（約 7 億 7 千万円）の減。
市民一人当たりの市債残高は、地方交付税の財源措置を
除いた場合、約 22 万円（特別会計等を含んだ場合 37
万円）。
【質問】総合食育センターの整備構想で、当初は総合
給食センターであったが総合食育センターに変更した
理由は。
〔市長〕県は、平成 18年 2月に食育推進計画を策定し、
学校給食法は 50年ぶりに改正されるなど、主要目標が
栄養改善から食育に変わったことにより、食の重要性を
考え、新しい施設を「総合食育センター」とすることに
した。
【質問】食育センターのあり方として、学校給食を主とし、
併せて食育の普及拠点施設とすべきと思うが。また今の
計画で、学校給食だけの施設整備と学校給食に併せ福祉
施設への給食施設整備をするのとの整備費の差は。
〔市長〕少子高齢化が進み、学校給食は減少するが、福
祉施設は満床状態が続き、給食は増大する見通しである。
学校給食を主としながらも有効活用し、福祉施設等の需
要に応えていく。また、整備費の差については学校給食
だけの施設の場合は 10億 1千万円であり、学校給食と
福祉施設への給食施設整備では 11億 8千万円となる。
［その他の質問］・JAの合併について

安心安全な学校給食と食育普及を

菊池 民彌 議員

▲ 新年度は伝承園のかやぶき屋根を改修予定

一般質問（文責は質問者）
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一般質問（文責は質問者）

【質問】遠野市地域福祉計画
が示されたが、福祉関係の各
個別計画をまとめたマスター
プランとしての位置付けだけ
では不十分と考える。同計画
は、地域福祉活動計画との連
携や、市民生活への影響、市
民の具体的な取り組みなどが
明確なものとなっていない。
　従って、計画の中で地域の
福祉課題や地域の特性を十分

に捉え、実行にあたっては、メリハリを持った地域ごと
の施策の展開が望まれるものであるが、市として今後、
地域福祉計画をどう実のあるものとしていくのか。
〔市長〕この地域福祉計画は、全ての市民が、家族や地
域の中で、その人らしい自立した生活ができる地域社会
の形成を目指すものであり、当市の「遠野スタイルの創
造」という総合計画基本理念により、市民、社会福祉関
係団体、及び行政の三者の協働により、福祉コミュニティ
の増進を図り、福祉によるまちづくりを目指そうとする
ものである。
　当市の地域づくりは、各町の地域づくり連絡協議会を
はじめとするまちづくり団体と、地区センターを核とす
る行政との協働体系により培われたものである。
　今般、地域福祉コミュニティの増進、高齢者・障害者
等の見守り体制の整備、在宅福祉の推進、そして子育て
支援策の充実など、10 項目の地域課題を特定し、地域
福祉計画として体系化した。この体系化した施策に実効
性を持たせるため、地域福祉推進 5ヵ年プログラムを策
定し、当面の取り組み内容を明示させていただいた。
　地域福祉課題や地域の特性に即した地域福祉計画の必
要性については、全くご指摘のとおりであり、計画の運
用段階において、地域福祉に有効な施策を着実に実行し
ていきたい。そのためには、各地区センターの活動に地
域福祉活動が輻

ふく

輳
そう

する取り組みを進め、地域福祉推進
5ヵ年プログラムの確実な進捗を図りたい。

地域福祉計画をどう具現していくのか

瀧澤 征幸 議員

【質問】本市の地域づくりと
市内中学校再編計画の整合
性をどのように考えている
のか。
〔市長〕生徒数の減少が続く
中、多くの集団の中で社会性
や協調性を養うことが重要で
ある。
【質問】再編効果による経済
効果はいくらになるか。
〔市長〕中学校再編は支出抑

制を図るためのものではない。
【質問】綾織地連協と「夢拓く綾織小学校を創る会」が
了承するまでに、どれだけの会員の総意が反映された
のか。
〔教育長〕昨年 10月、市長に対し綾織地連協・区長会・
小学校 PTA 連名による綾織小学校単独改築の要望書の
提出があり、その後要望団体の代表者と会議、全体懇談
会を7回開催し、毎回40名近い方々が参加した。その後、
それぞれの要望団体で協議がなされたと聞いている。
【質問】綾織地連協が中学校活用の改築を了承したこと
は、これから進める予定の中学校再編計画と矛盾が生じ
るが。
〔教育長〕綾織地連協が「学びのプラットホーム」構想
を受け入れたことは、地域が綾織中学校の中学校再編計
画において閉校になることを了承したことになるとの議
員の認識であるが、中学校再編が実施されるまでは、中
学校の体育館と特別教室を小学校と共同利用していくこ
とを基本に進めている。中学校再編計画の了承を地域が
持ったという認識は現時点では持つものではないと考え
ている。
【質問】再編計画で、組み合わせによっては、基本構想の「1
学年 2学級以上」が実現できなくなるがどうするのか。
〔教育長〕検討委員会では、人数あわせではなく学区の
歴史や地域を考慮して検討しており、教育委員会が学校
の組み合わせを特定しているものではない。

地域づくりと市内中学校再編計画について

佐々木 譲 議員

▲ 妊産婦の不安解消と負担軽減を目指す助産院「ねっと・
ゆりかご」
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【質問】政府は品目横断的価
格安定対策の名称を変更し、
対策の緩和と同時に、ペナル
テーをはじめとした減反強化
を打ち出した。市農業へ与え
る影響をどう捉えているか。
農協合併により県北では負債
整理を強引に進めた結果、自
殺者が出るといった事件も発
生した。農協合併にあたって
は強引な負債整理をしないよ

うに市としても関係機関に申し入れるべきである。
〔市長〕品目横断的経営安定対策は政府の米政策に課題
を残すものとなった。今後、市町村の特認により「地域
水田農業ビジョン」に位置づけられ意欲ある農業者が参
加できるよう改正予定である。農協合併を控えての農家
負債整理については、農家の納得を得た上で進められて
いると聞いている。この件においては実態把握に努める。
【質問】建設・整備・運営に関して PFI 方式を採用しよ
うとしているが学校給食を主たる業務とする施設整備・
運営として妥当か。また、食の安全が保たれるのか。セ
ンターの管理運営に市民の意向が積極的に反映される
仕組みになっているのか。
〔市長〕民間の技術や能力を活用した PFI 方式を採用す
る自治体が増えてきている。学校給食センターにおいて
も多く取り入れられてきているので何ら問題ないと考え
る。多くの市民の意向を把握し施設整備・運営に反映さ
せ、これまで以上に安全安心な給食を提供できる。
【質問】文部科学省は、15日に学習指導要領改定案を発表
した。危惧したとおり改悪教育基本法に基づき国家統制
的な色合いとともに、教科によっては大幅な授業時間増
となり今後学校現場での混乱も予想されるが対策は。
〔教育長〕今回の学習指導要領改訂は教育基本法・学校
教育法が改定になったことや、わが国の学力低下が指摘
されていることが上げられる。道徳教育を充実させると
しているが議員指摘の国家統制色を強めるものではない
と理解している。

食育センター整備構想について

小松 大成 議員

【質問】総合防災センター整
備計画について、県が 1 月
28 日、陸前高田市と遠野市
の消防本部を優先的に広域化
するとした岩手県消防広域化
推進計画の素案を示したが、
経緯と整備計画への影響につ
いて伺いたい。
〔市長〕1 月 23 日に県の総
合防災室長が来庁し、素案
の説明があった。県が示し

た素案については、現在計画を進めている遠野市消防
庁舎の移転改築に影響があるものと考えられるので、
動向を見極めながら対応する。一方第 3次地震防災緊
急事業五ヵ年計画は内閣総理大臣の同意が得られたと
いうことで、県から通知をいただいており、岩手県消
防広域化推進計画とは別の計画であり、変更は生じな
いものと考えている。
【質問】1月 10 日の宮守町下宮守粡町地区での火災発生
における課題と今後の対応策について伺いたい。
〔市長〕初期消火も含め水利の確保は最も重要であり、
水路の老朽化により、漏水が著しい粡町地区の十分な水
利の確保のため、平成 20年度予算に調査費を計上した
ところである。消防団員が活動しやすい環境の整備を充
実していただけるよう消防団協力事業所に呼びかけを引
き続きお願いしていく。消防団OBなどの機能別消防団
員制度については導入する方向で検討する。
【質問】斎場の整備計画について、民間活力の導入を視
野に、清潔感と品格と安らぎのある施設整備の構想につ
いて伺いたい。
〔市長〕斎場は昭和 54 年から使用開始し、老朽化が進
んでおり、平成 22年度までの前期基本計画の期間中に
整備することとし、新年度には基本構想を策定し、周辺
環境に配慮した建設候補地の選定を進めるほか、紫波町
で計画している PFI 方式も参考にしながら検討を重ね、
計画的に整備を進めていく。

安心安全の地域づくりについて

菊池 充 議員

▲ 老朽化し整備が検討されている給食センター

一般質問（文責は質問者）
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一般質問（文責は質問者）

【質問】「まち場」は行政、産
業、文化の中心である。
　まちの魅力の低下を招いて
いる空洞化という状況を、ど
のような施策で何年かけて整
備をするのか。
〔市長〕現在計画中の「中心
市街地活性化基本計画」は、
人口減少、少子高齢化、財政
逼迫の中で、市民が満足して
誇れるまちとして、歴史や文

化、生活等コミュニティと商業等経済面での活性化を図
る計画である。整備計画は 5年間の予定である。
【質問】駅北側のまちなか居住や子育て環境に配慮した
市営住宅を何戸整備し、居住人口をどの位見込むのか。
〔市長〕まちなか居住を進める材木町市営住宅の整備を
平成20年度は12戸予定している。まちなか居住人口は、
平均家族を 3人位として、36 名から 50 名以下と見込
んでいる。
【質問】中学校再編検討委員会のあり方と市民理解は。
〔教育長〕中学校再編成検討委員会は、PTA・区長会や
地連協の代表者と関係機関団体等 27名の委員で構成し
ている。学校数、学区設定、校舎設置位置、校名、再編
成時期について懇談会の意見を提示しながら、現在は 3
校案 4パターンで校舎設置位置について検討。委員会の
答申を踏まえ、議論を積み重ねながら市民の方々の理解
をいただき、20年度末を目標に取り組む。
【質問】総合食育センター構想の PFI 方式について十分
な調査をしているのか。また、食材供給組合を組織し、
地産地消の食材使用割合と食の安全を考えた取り組みを
することが大事ではないか。
〔教育長〕民間資金と経営能力・技術力を活用し、施設
の整備・運営を図る PFI 方式の導入が可能か調査した。
　学校給食における食の安全確保は子供たちの健康保護
が最も重要である。地元農産物生産者と理解を深め、地
産地消と消費拡大を図る。

中心市街地活性化について

織笠 孝之 議員

【質問】JA合併によるアスト
の活動への影響は。
〔市長〕JA 遠野の合併は時代
の流れであり、県内六農協
体制という県農協中央会の方
針に沿った再編と認識して
いる。特にも JA 遠野の場合
は多額の負債整理ということ
で、出資金の 60% 減資とい
う大きな犠牲を払ったことに
よる当市への影響を考えるべ

きと思う。そこで合併後における JA の動向を確認のう
え、アストの活動に支障をきたさないよう対応していく。
また、農協合併課題調査支援本部では、今後合併による
市民生活や農業振興に及ぼす影響等を調査分析し、必要
な対応策を検討する。
【質問】付加価値の高い儲かる農業としての有機農業へ
の取り組みと推進は。
〔市長〕有機農業推進への取り組みは、農家の労力不足、
機械化対策等で容易に対応し難い面もあり、市全体で取
り組むことは困難と考える。しかし反面、多様な需要に
応えるための必要な品目もあると考える。集落での取り
組みの中で、栽培品目によって有機栽培への提案をしな
がら、有利販売に結びつくように展開していく。そこで、
今般提案する新年度予算の中に、こだわり農産物栽培支
援事業として予算措置しており、積極的に支援していく。
【質問】中学校再編成を急ぐ必要はないと思うが。現在
の中学校の実態である、小規模校による少人数学級教育
が可能ではないか。
〔教育長〕現在行われている小規模校、少人数学級によ
る教育は総じて良好に運営されていると認識している。
しかし、生徒の能力を引き出すには、この状態では大き
な課題を抱えている。生徒の減少による小規模校化がそ
れである。中学生という重要な成長段階において、社会
で協調しながらたくましく生き抜き、自立できる人材を
育てるには、ある程度の学校規模を確保することが必要
である。
［その他の質問］・鹿の駆除、対策は。

有機農業による儲かる農業は

荒川 栄悦 議員

▲ 期待される駅前開発
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【質問】総合食育センター事
業において、地産地消とい
う観点から地場産食材利用
100%を目指すべきと思うが
どうか。
〔市長〕地元農産物の使用割
合を 50% と目標設定してい
るが、出来るだけ 100% に
近い活用を図っていきたい。
【質問】中国産冷凍餃子から
殺虫剤が検出され、人的被害

も出ている。このことから今ほど食の安全安心に関心を
持ち、話題となっていることはない。市の給食センター
においても中国産のロールキャベツを使用、さらに、あ
さり、ニンニクなど 6品目も使用していることがわかっ
た。市の給食センターにおいて、食の安全という観点か
ら今後輸入農産物を使用すべきではないと思うが。
〔市長〕中国から輸入された加工品等については今後、
使用しない。
【質問】地元食材を供給するための組織として、有限責
任事業組合（LLP）の立ち上げを計画しているが、今の
取扱額 466 万円という現状を考えると、組合において仮
に雇用者などを使用した場合など運営が難しいのでは。
〔市長〕地元食材を一定量確保するために必要であり、
農協、生産団体、生産者の連携による安定的な食材供
給が可能となる組合である。将来的に取扱額は 1億 2
千万円になる。
【質問】遠野地方農協が合併することとなった。負債整
理のために組合員が保有する出資金のうち 60%が減資
となる。組合員に与える影響と今後の農協のあり方につ
いて、市長はどのように考えているのか。
〔市長〕減資は、将来の農協経営を考慮した結果の苦渋
の選択であった。計画や施策において真に農家のために
なり、実効性のあるものとして取り組むことを期待して
いる。

給食・食の安全を第一に

新田 勝見 議員

【質問】消防団の活動は、平
時は住民の防火意識の高揚や
防火活動、各種訓練、そして
万が一火災や災害が発生した
場合は、消火や住民の避難誘
導、救出など多岐に及ぶ。そ
うした中、最近の団員数は減
少傾向にあり、加えて団員の
職業の多様化や勤務先の広範
化により、日中の時間帯の消
火活動がどうしても手薄にな

りがちである。このような事態に対応するため消防庁で
は、機能別消防団員制度の導入を進め、実際に県内でも
導入している自治体もある。当市においても、消防団員
OBや消防職員OBそして市職員の方々などによる、火
災時等に活動を限定した機能別消防団員制度の導入を検
討すべき時期と思うがどうか。
〔市長〕消防団活動を充実させることが、地域を守りコ
ミュニティーを維持することにもつながると考える。今
後は自らも先頭に立って消防団と連携を取り合いながら
団員の確保を図るとともに、通常の災害時において特定
の活動や役割を担う機能別消防団員としての市職員のあ
り方についても検討しなければならない課題でもある。
【質問】住宅密集地で火災が発生した場合の初期消火は
特に大切である。ぜひ、初期段階に効果的な対応がで
きる態勢を確立するため積極的に取り組んでいただき
たい。
〔市長〕初期消火活動の充実は大変重要なことだと思っ
ている。今後における消防団活動のありよう、そして消
防団の位置付けを、初期消火における活動を一つの切り
口として検討し、何らかの形で組織として立ち上げたい。
［その他の質問］
・市民総参加の観光振興と全国への発信について
・団塊世代が活動しやすい地域づくりの環境醸成について

消防団活動について

浅沼 幸雄 議員

一般質問（文責は質問者）

▲ 消防団の果たす役割は大きい
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一般質問（文責は質問者）

【質問】品目横断経営安定対
策の経営規模要件の見直し
等が注目されるが。
〔市長〕特別な事情により認
められる「知事特認」が廃止
され「市町村特認」が創設さ
れた。これは、経営面積を問
わず、集落で「担い手」とし
て認められている「地域水田
ビジョン」に位置づけられた
認定農業者や集落営農組織が

加入できるもので、意欲ある認定農業者であれば、経営
規模を問わず加入できる。改正を踏まえ、加入を広く周
知し呼び掛ける。
【質問】市の将来を展望する時、農林畜産業に関連する
企業誘致が求められる。企業ニーズを踏まえた事業環境
の整備、専門家を活用した誘致活動、市の事業環境の情
報発信、確実な人材の確保が保証されなければならない。
どう取り組むのか。
〔市長〕農林畜産業の関連業種も企業誘致対象のひとつ
である。農業活性化本部（AST）と連携し、加工業種、
食産業も視野に入れて活動していく。また、企業誘致
奨励措置の拡充を図るため、今定例会に条例を提案し
ている。着実に成果も出ているが、引き続き人的ネット
ワークを活用し企業情報収集に努める。人材確保は市外
も含め対応したい。
【質問】小規模企業者を取り巻く環境は年々厳しさを増
している。特にも相談窓口となる関連機関の対応が重要
となる。対応策、支援策を示せ。
〔市長〕平成 19年 4月新遠野商工会が発足し、産業振興、
地域振興の核として新たにスタートした。今後は、国の
支援プランに呼応し、IT を活用した「ネット de 記帳」
を拡充し、自計処理できる事業者の育成を図るとともに、
「まちなか再生プロジェクト」の駅前再開発の中で商工
会と遠野市とのワンフロアー化による小規模企業者への
ワンストップサービスを検討していく。

積極的企業誘致策を

石橋 達八 議員

【質問】市民との協働による
まちづくりを主体的に進め
るため、これまで、ともすれ
ば明確にされていなかった市
民の市政参加や参画の権利や
責務等について明らかにする
ため、自治基本条例が必要に
なってきた。自治基本条例に
ついては不安もある。あまり
にも細部にわたり条例で定め
るため、市政運営の柔軟性、

敏速性がややもすると失われる可能性があるとのこと。
自治基本条例とまではいかなくても、遠野市民憲章の実
現に向けた基本理念として定めるべきではないか。
〔市長〕当市は合併後、遠野市総合計画を策定し、目標
とする将来像「永遠の日本のふるさと遠野」の実現に向
け、5つの大綱を定めている。
　当市が今まで培ってきた市民との協働によるまちづく
りの仕組みが、市民憲章の理念を確実に浸透させてきて
いる。
　この状況を考えるに、必ずしも自治基本条例を定める
ということではなく、むしろ現在の「遠野らしさ」を大
切にした個性豊かで存在感のあるまちづくりをさらに充
実させ、進めることが大切である。
【質問】遠野らしい市営住宅として子育て世代と高齢者
世代を隣り合わせにする住宅を建設してはどうか。二世
代、三世代ともに生活し、子育てをすることが遠野らし
い地域で育てる市営住宅になると思うが。
〔市長〕遠野駅北側の医療施設、福祉施設、保育園が整っ
た生活環境のよいまちなかに市営住宅を整備することに
より、居住人口の増加を図り、子育て世代支援として「岩
手型・子育て健康住宅」の考えを取り入れたモデル住宅
を材木町に整備する。稲荷下地区においては小学校が近
いこともあり、各世代に対応できる住宅を整備する。

市民との協働によるまちづくり

菊池 敏行 議員

▲  12 戸の材木町市営住宅を建設予定
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予算等審査特別委員会

予算等審査特別委員会 2月28日～3月6日
　予算等審査特別委員会（議長を除く 21 人の議員で
構成、委員長菊池民彌議員、副委員長浅沼幸雄議員）は、
条例 22 件、予算 19 件、その他 8件の 49 議案について
付託を受けて 6日間の審議を行いました。
　今定例会では 19 年度の補正予算と 20 年度の一般
会計予算等が示され、かしわぎだいら交流施設の指定
管理と中学校再編計画等について活発な質疑が交わされ
ました。その結果、全 49 議案が原案のとおり可決され
ました。

審議集中！総合食育センター構想
少子化対策に
ついて

老人クラブのあり方
はどうあればよいか

【質問】高齢者が増えてい
くのに単位老人クラブが
減っていくという現象が出
始めているのはなぜか。
〔答弁〕市老連でも危機感
を持っているし、会員数を
増やす努力をしているが、
現実は増えていない。
【質問】今の市老連の運営
実態と単位老人クラブの活
動実態には大きくかけ離れ
たものが存在しているので
はないか。
〔答弁〕市としては、老人
クラブに強制はしておら
ず、身の丈の活動をすれば
いいと考えている。
【質問】補助金を出す団体、
特に地域に根ざしている団
体については、客観的にば
かり捉えていてはもう限界
があるのではないか。
〔答弁〕地域に関しての取
組みをもっと工夫し、こ
れからの社会の実態を見
極め、今後どうあればよ
いかを考えながら指導し
ていく。

【質問】出会いの場環境創
出は、これまでシルバー人
材センター等でやってきた
が、成果が一向に見えない。
地区センターや地域も含め
た、本気で取り組む施策は。
〔答弁〕従来は市民セン
タ ー 事 業 で あ っ た が、
19 年度から産業振興部
に移した。
　20年度は予算を見直し、
地域住民の方々と連携し具
対的な内容を考えていく必
要がある。出会いの場の相
談も拡充していく。
【質問】若者定住環境創出
で、出会いの応援をする
恋人の聖地づくりの事業
内容は。
〔答弁〕NPO法人地域活性
化支援センターが、全国の
特徴的な地域を提供する。
すぐれた景観・すぐれた場
所が 2 人の思い出の出合
いの場になるよう全国に向
けて発信していきたい。

地域福祉計画に
ついて

市民センター使用料
改正なる

【質問】利用者の反応は。
〔答弁〕ある程度の負担は
やむを得ない、一方負担が
過度にならないようにとい
う意見もある。
【質問】減免措置は。
〔答弁〕社会教育団体等に
ついて、減免措置を見直し、
使用料は 50%、駐車場利
用料も 50%に減額する。
【質問】市は適正な料金と
判断しているが、どこを見
て適正と判断したか。
〔答弁〕他市町村の料金体
系、施設等の比較をしなが
ら判断した。
【質問】料金アップによっ
てなされるサービスは。
〔答弁〕基本的には施設の
維持管理費用に充てること
になっている。
【質問】体育協会等の大会
は免除となり、練習は免除
にならないが。
〔答弁〕大会等の直前 10
回程度は、育成のため免除
となる。継走大会の練習に
ついては原則有料。

【質問】地域福祉計画の意
義とその中身は。
〔答弁〕近年、生活の多様
化等により地域の福祉力
が落ちてきている。特に
農村部にあっては、「結
い」の精神が崩れてい
る。こうした中にあって、
厳しい予算上最低限の公
共サービスを確保し、社
協によって民間サービス
を育て上げていき地域に
あった対応をしていきた
い。計画は 5ヶ年であり、
行政が福祉計画を、社協
が活動計画を策定し、市
民協働により地域福祉を
切り口としたまちづくり
を目指す。
【質問】福祉計画による市
民センター、消防署との
連携は。
〔答弁〕地域づくりを混乱
させてはならないと思う
し、特に要援護者の安否確
認のとれる連携体制を検討
実証したい。3ヶ所モデル
地区の募集を考えている。

▲ 委員会では予算審議が熱心に行われた
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かしわぎだいら交流
施設について

山ぶどうワインと
販路拡大について

【質問】地元の農家が栽培
している山ぶどうで作った
ワインの試飲会が開催され
た。また、武蔵野市民交流
団にも試飲の機会があり、
非常に評判が良かった。商
品価値も高く十分売れるも
のと思うが。
〔答弁〕取り組み始めて 5
年で商品化できた。来年は、
もっと加工に力を入れて量
を増やしたい。
【質問】原料として栽培し
ている農家にして見れば、
手間もかかり㎏単価も安く
手放しでは喜べない。栽培
農家への支援策は。
〔答弁〕一丸となって加工
販売に力を入れたい。
【質問】武蔵野市にあるア
ンテナショップ麦わら帽子
等、販路は拡大できないか。
〔答弁〕商品に自信を持っ
たので、東京のレストラン
や大阪の店など、その取り
組みが成功できるように努
力していきたい。

【質問】昨年指定管理者の
指定をする際の説明と現状
とはかなりの食い違いがあ
ると思うが。
〔答弁〕指定管理者につい
ては、施設全体を管理者が
管理している。レストラン
部門については、連休前に
は開業予定である。地ビ̶
ルの醸造についても続ける
予定であったが、その後の
精査の結果継続は困難であ
ると判断し、他のビール会
社との連携の中でブランド
は残していきたい。
【質問】ビール醸造の条件
がなければ、他の形態の委
託もできたのではないか。
〔答弁〕今となっては、そ
うだともそうでないとも言
い難いが、皆さんに何らか
の失望感を与えたことは、
反省しなければならない。
　しかし、施設を有効活用
しながら存続させるための
努力だけは認めていただき
たい。

▲ 商品化され好評のうちに完売した山ぶどうワイン

総合食育センター
構想の内容は

中学校再編に
ついて

【質問】3 校案、4 パター
ンが公に示されてきている
が、どう考えるか。
〔答弁〕検討委員会で最終
的に 3校案、4パターンが
絞られて、これらの答申に
より検討していきたい。
【質問】最終的には教育委
員会の中で一つのパターン
とするのか。
〔答弁〕4パターンで答申
を受けた後は、できるだけ
早く一つに絞って原案を示
したい。
【質問】この後に、各地区
で説明会をして回ることに
なっているようだが。
〔答弁〕答申を受け、教育
委員会として、整備計画を
作成し、市民の意見を聞き、
市民合意を進めていく。
【質問】議会に示されるの
はいつ頃か。
〔答弁〕原案についてはで
きるだけ早く示したい。時
期とすれば、6月定例会が
あるので、間に合えば原案
を示したい。

【質問】PFI 法により民間
が学校給食事業を進めるに
あたり、市がどれだけ建設
や運営に関わることができ
るのか。
〔答弁〕専門の弁護士複数
が関わって相手方との契約
書を作成することになって
いる。その契約書の中に責
任の所在等を明記すること
になっている。当然市が設
置義務者であり、責任があ
る。食材やその購入、調理、
配送など全てにわたって市
がきちっと監視できるよう
な契約内容となる。
【質問】給食事業を民間が
運営していくとなれば、利
益追求の優先が心配だが。
〔答弁〕地産地消の割合を
上げ、より安全でおいしい
給食を提供していきたいの
で、厳しい監視下のもと、
しっかり事業を運営しても
らう。そんなに暴利をむさ
ぼる状況は生まれないと考
える。

▲  4 月から市民センター関連施設等の使用料・手数料が
改正される



請願等

6月定例会の予定

◆定例会は6月6日（金）開会の予定です。
　詳しくは議会事務局まで。
○議会へのご意見、ご要望をお待ちしております。
　議会事務局62-2111（内線271）
　gikai@city.tono.iwate.jp

　寒さがやっと和らいできた今日この頃であるが、一雨ごとに春めいてくる。
早咲き梅の花の便りとともに春を告げる時期となり、3月定例会が 2月 22 日
に開会され一般質問に 12 人が登壇した。また、19 年度補正予算と 20 年度
当初予算審議に厳しい議論が交わされ、3月 6日午後 11時過ぎに審議成立の
運びとなった。しかし、まだまだ検討する課題が残った。
　市民の立場に立って本当に議論がなされたか、心残りな部分がある。もう
少し審議する期間が必要である。中学校を卒業して進学する子供たちにも夢と
希望が持てる学校教育や地域づくりは、大人の重大な責任である。また、中国
餃子の問題で市民も食の安全性を認識されたと思うが、今後食育における最も
大切なことは生産者と消費者・子供たちと生産現場を知ることである。

（織笠孝之議員）

編集／広聴広報特別委員会　住所／〒028-0592 岩手県遠野市東舘町8番12号　電話／0198-62-2111　　印刷：株式会社 菊忠印刷

保坂 奈奈さん（土淵町）
（長男 恭太郎くん）

　私は昨年 3月（平成 19年 3月）に県立釜石病
院で出産しました。その半年前に、遠野市と県立
釜石病院の間でモバイル健診の運用が始まり、利
用することにしました。実際に受診してみて、病
院のもつ実務的な面ばかりではなく、妊産婦の心
のケアを大切にしている雰囲気が感じられ、出産
に対する不安が軽減しました。「世の中が便利に
なったとはいえ、気楽な出産はないな。体と心の
両方のバランスが大切だな。」というのが出産を
経験して感じたことです。
　昨年秋、健康福祉の里に、助産師、保健師、救
急救命士で構成された「ねっとゆりかご」が開設
されました。県内各所の医療機関とモバイル健診
ができるようになり、さらに利用しやすくなりま
した。これからも妊産婦に安心と元気を与えてく
れる環境づくりにつとめていただきたいです。

わたしの
ひとこと
モバイル健診を
受診して

請願 査審 告報

議員 議発 案

意見 の書 付送
　今定例会で可決した意見書 3 件は、平成 20 年 3 月
7日付け、遠野市議会名で関係機関あてに送付しました。

　今定例会には、4件の発議案が提出され、原案のとお
り可決しました。可決した条例・意見書は以下のとおり。
■遠野市議会議員定数条例
■米価の安定対策を求める意見書
■酪農経営の危機回避に関する意見書
■道路特定財源の確保に関する意見書

　今定例会には 2 件の請願が提出され、12 月議会で
継続審査になっていた 1件と合わせて審査しました。
　各委員会における審査及び本会議における議決結果は
以下のとおりでした。
■米価の安定対策を求める請願
〔請願者　遠野市農民組合　代表者　阿部 喜一〕
《審議結果　採択》
■酪農経営の危機回避に関する請願
〔請願者　遠野地方農業協同組合 酪農部会　副部会長　照井 清美〕
《審議結果　採択》
■  2008 年 4 月実施の「後期高齢者医療制度」の中止・
撤回を求める請願

〔請願者　岩手県社会保障推進協議会　会長　高橋 八郎〕
《審議結果　不採択》
○請願の取り下げ
■米価の安定対策を求める請願
（再提出があったため）


